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「京都大学高等教育研究』編集規定

1．本誌は京都大学高等教育教授システム開発センターの研究誌として、原則として1年に1回発行する。

2．本誌には、本センター関係教官の研究論文等の他、共同研究の報告その他本センターの研究活動、本学の高等教

育改革に関する記事等を編集掲載する。

3．本誌の編集のために編集委員をおく。編集委員長は、センター長が委嘱する。編集委員長は編集委員若干名を委

嘱する。編集事務を担当するために編集幹事をおく。編集幹事は編集委員長が委嘱する。編集委員長及び編集委員

の任期は1年とする。但し、再任を妨げない。

4．編集委員会は、各年度の編集方針その他編集に必要な事項を定める。

5．本誌に論文等の掲載を希望する者は、所定の論文投稿要領及び編集委員会の定める各年度の編集方針に従い、原

稿3部（うち2部はコピー可）及び原稿をテキストファイルで保存したフロッピーディスク（21｛D、1．4MB）

　を編集委員会事務局に送付しなければならない。

6．投稿された論文等の掲載は、編集委員会の合議によって決定する。

7．掲載される論文等にっいて、編集委員会は若干の変更を加えることができる。但し、内容に関して重要な変更を

加える場合は、執筆者との協議を経るものとする。

（付則）本規定は、平成9年度発行の『京都大学高等教育研究』第3号から施行する。

（付則）本規定は、平成10年度発行の『京都大学高等教育研究』第4号から施行する。

「京都大学高等教育研究』投稿規定

1．論稿の内容は、日本及び世界の高等教育研究に寄与しうるものとする。

2．投稿された論稿は、レフェリー制度を通じて選定の上編集される。投稿原稿は原則として返却しない。

3．用語は原則として日本語を用いること。但し、特殊な文字ならびに記号の使用にっいては編集委員会に相談のこ

　と。

4．論稿は原則として以下の作成要領により、ワープロによって作成するものとする。

①A4版用紙を縦位置で使用し、横書きとする。

②1，000字を1頁とし、20頁以内の分量とする（図表、註、参考文献を含む）。

③論文題名の後に題名の英訳を記すこと。

5．稿料の支払い、掲載料の徴収は行わない。但し抜き刷りを50部贈呈する。なお、それ以外にもあらかじめ注文が

　あれば実費で作成する。

6．投稿希望者は参考文献表記法等のパンフレットを編集委員会に請求すること。

7．本規定の改正は編集委員会が行う。

（付則）本規定は、平成9年度発行の『京都大学高等教育研究』第3号から施行する。

（付則）本規定は、平成10年度発行の『京都大学高等教育研究』第4号から施行する。
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